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令和４年度第２回 半田市地域福祉計画推進委員会会議要旨 

 

開催日時 令和５年２月２日（木） １０時００分～１２時００分 

開催場所 市役所大会議室（４Ｆ） 

会議次第 

１．開会 

２．あいさつ 

３．議事 

（１）令和５年度事業予定ついて 【資料１】 

（２）ふくし課題プロジェクトについて 【資料２】 

（３）第２次地域福祉計画の中間見直しについて 【資料３】 

４．事務連絡 

５．閉会 

出席者 

【委員】 ◎は委員長 

溝口 昭弘、小栗 照夫、山田 嵩、森川 武彦、立石 佳輝、◎鷲野 林平、 

今井 友乃、下村 裕子、柴田 将人 

【半田市】 

福祉部長 竹部 益世、地域福祉課 杉江 慎二、内藤 誠、吉澤 伸博、 

生活援護課 長谷川 信和、高齢介護課 沢田 義行、健康課 沼田 昌明、

子育て相談課 三輪 象太郎 

【半田市社会福祉協議会】 

小野田 靖、前山 憲一、中根 靖幸 

次第 議事概要 

１．開会 （地域福祉課長） 

・令和 4 年度 第２回 半田市地域福祉計画推進委員会を開会します。 

２．あいさつ （福祉部長） 

・本日は来年度の事業予定のほか、「ふくし課題プロジェクト」や「第２次地域福祉計

画の中間見直し」についてご説明します。皆様には忌憚なく発言頂き、より良い取組

へとつなげて参りたいと考えています。 

３ 議事 

（１）令和５

年度事業予定

について 

（鷲野委員長） 

・それでは、次第に沿って議事を進行します。 

（事務局〈市〉） 

○資料１により説明。 

 

（山田委員） 

・CSW（コミュニティソーシャルワーカー）について教えてください。 



 

２ 

 

（事務局〈市〉） 

・CSW は地域に配置する支援員で、介護・障がい・子育てなど分野ごとの支援では

対象から外れてしまうケース等について幅広く支援活動を行います。半田市から半田

市社協への委託事業です。 

（事務局〈社協〉） 

・町内会長や民生委員等から、地域の中で、様々な課題を抱えて困っている方のこと

について相談を受けることが多く、そのようなケースに対する支援等を行っています。 

 

（山田委員） 

・避難行動要支援者名簿は、どのような方を対象としていますか。 

（事務局〈市〉） 

・介護度の高い高齢者や、障がいの程度の重い方などです。 

（地域福祉課長） 

・この名簿の登載者は現在 2,700 名程で、自治区・民生委員・社協・消防署・警察

署といった関係機関に配付しています。 

 

（小栗委員） 

・私も民生委員だったときに名簿の提供を受けていましたが、この名簿で実際の災害

時に対象者を助けることができるか疑問に感じていました。また、関係機関への配付に

不同意の方は、支援を求めているのかいないのか自己矛盾しているように思います。

関係機関は苦慮しているのではないでしょうか。 

（地域福祉課長） 

・自治区や民生委員にお願いしているのは可能な範囲でのご支援です。なお、平常

時における関係機関への名簿配付は同意分のみですが、実際の災害時には全ての

名簿の提供を行います。また、現在、個別避難計画の作成も進めており、さらに踏み

込んだ情報が記載されることになります。 

 

（溝口委員） 

・名簿に記載される支援者にはどのような方がなりますか。 

（事務局〈市〉） 

・本人の指定する方が市に報告されることになります。多くは家族・親類です。 

 

（鷲野委員長） 

・半田市ふくしまるごと会議に参加されている柴田委員に会議の状況等についてお伺

いします。 

 



 

３ 

 

（柴田委員） 

・毎月開催の定例会議で、市の関係各課、社協、職業安定所、保健所、社労士、

臨床心理士、就労支援事業所等が参加し、事例検討を行います。若年層の事案

も多く、関係機関で支援をリレーしていけるとよいと思います。 

 

（鷲野委員長） 

・ウェルフェアワークスの企画・運営に携わっている立石委員に今年度の新たな取組や

今後の展開等についてお伺いします。 

（立石委員） 

・年に数回、半田市・東海市・美浜町の各会場で事業所紹介イベントを開催してい

ます。事業所見学会やインターン斡旋も行っており、令和３年度はイベント等参加者

から４名が市内事業所に就職しました。 

・これまでは参加者の多くが日本福祉大学の学生でしたが、今後は他大学の学生に

も積極的にアプローチし、さらなる福祉人財の充実に取り組みたいと考えています。 

 

（鷲野委員長） 

・「やなべっ子食堂」を運営されている下村委員に活動状況や今後の展開等について

お伺いします。 

（下村委員） 

・子ども食堂を利用する児童は貧困家庭の子どもばかりと思いがちですが、一見そのよ

うに見えない家庭が実は生活苦だったりすることもあります。また、食の支援をきっかけ

に学びの支援へと繋げる取組や、多世代交流イベント等を通じて大人も子どもも地域

と繋がる取組を進めたいと思っています。 

（２）ふくし課

題プロジェクトに

ついて 

（事務局〈市〉） 

○資料２により説明。 

 

（下村委員） 

・「参加支援」とは、具体的にどのような支援のことを言うのですか。 

（事務局〈市〉） 

・社会的に孤立している方の社会参加を促す支援のことで、多様な取組が考えられま

す。例えば、引きこもり者の家族会への繋ぎや、障がい者の就労支援などです。 

・プロジェクトでは、CSW や困窮分野・障がい分野の担当者とともに、半田市の現状

と課題について整理しています。 

（事務局〈社協〉） 

・男性介護者の当事者会や引きこもり者の子ども食堂のお手伝い参加を促す取組

等、新たなことにも取り組んでいきたいと思っています。 



 

４ 

 

（鷲野委員長） 

・指定避難所・福祉スペースのプロジェクトに参加されている森川委員に感想等をお

伺いします。 

（森川委員） 

・高齢者や障がい者は避難所内の場所取りに遅れがちとなるため、あらかじめ弱者の

ための場所を確保しておくことが大切であり、そのためのガイドライン作成に取り組んで

います。実際の災害時の使い勝手を考え、必要事項を列挙したものとする予定です。 

・今回は福祉スペースに絞って検討していますが、実際の災害時に避難所を円滑に

開設・運営できるかという問題もあり、さらに大きな課題であると感じています。 

 

（溝口委員） 

・学校体育館は冷暖房が無く、避難所として過ごしにくい。今後の整備の方向性等を

教えてください。 

（地域福祉課長） 

・学校体育館は建替計画に基づき順次建て替えられる予定であり、その際に冷暖房

も整備されていくと聞いています。 

（３）第２次

地域福祉計画

の中間見直し

について 

（事務局〈社協〉） 

○資料３により説明。 

＜意見・質問等なし＞ 

 

（鷲野委員長） 

・それでは、本日予定していた議事はすべて終了しました。 

・会議の進行を事務局へお返しします。 

４．事務連絡 （地域福祉課長） 

・鷲野委員長、ありがとうございました。 

・それでは、事務局から来年度の予定について事務連絡します。 

（事務局〈市〉） 

・令和５年度は３回の委員会開催を予定しており、日程は令和５年６月６日

（火）、令和５年１０月１３日（金）、令和６年２月６日（火）、各回開始

時間は１０時、会場は市役所大会議室となります。 

５．閉会 （地域福祉課長） 

・以上を持ちまして、令和４年度 第２回 半田市地域福祉計画推進委員会を終

了します。ありがとうございました。 

 
（終了） 

 


